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図 1: ホストごとのブログサイト数およびスプログ率

1 はじめに
本研究では，ブログにおいてアフィリエイト収入を得る

ことを目的とするスプログ (スパムブログ) [3]のうち，
特に，同一の作成者が自動的に大量生成したと推測され

るスプログの検出において，HTML構造の類似性が効
果的であることを示す．具体的には，ブログの HTML
ファイルにおけるDOMツリーから，コンテンツの最小
単位に相当するブロックを抽出し，複数のスプログの間

でブロック構造の類似性を測定する．その結果，同一ブ

ログホストにおけるスプログのうち，同一のスプログ作

成者が自動的に大量生成したと推測されるスプログ [4]
同士では，ブロック構造が類似する傾向があることを示

す．さらに，この特性を利用して，日本語ブログ空間中

におけるスプログを大規模に収集する方式を提案する．

2 HTML構造を用いたスプログ検出
文献 [1]で提案された手法により，HTMLファイルから
DOM系列を抽出し，その差分の割合を計算する．
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表 1: ホストごとの教師なしスプログ検出可能性の分析
HTML 構造のみを用いた
スプログ検出: 高適合率で
可能

HTML 構造のみを用いた
スプログ検出: 高適合率で
は困難

AvMin
DF10 の上
限値が 0.15
～0.3

AvMinDF10

の上限値が
0.05～0.15，
ブログのテン
プレートに
制限がある

各ホスト 500
ブログサイト
中，同一作成
者によって大
量生成された
スプログのサ
ンプル数が少
ない

非スプログ同
士の HTML
構造が似る

C 社，S 社，
T 社

A 社，G 社，
Yp 社

F 社，J 社 L 社，Yh 社

表 2: ホストごとの教師なしスプログ検出性能
ブログホスト

会社 C 社 S 社 T 社 A 社 G 社 Yp 社

適合率 (%) 94 100 95 100 100 83

再現率 (%) 32 23 74 22 65 17

文献 [2]で作成した主要ブログホスト会社 10社の日本
語スプログ・非スプログデータセット中の各 500ブログ
サイトに対して1，文献 [1]で導入したAvMinDFk(s, T )
(ただし，k = 10)に対して上限値を設け，

AvMinDF10(s, T )の値が上限以下となるブロ
グサイトはスプログである

という規則により，教師なしスプログ検出を行った．10
社のブログホスト会社は，表 1 に示すように 4種類の
傾向に分かれた．10社のうち，6 社はスプログ検出が
高適合率で可能であるが，4 社は困難であるという結
果になった．スプログ検出が高適合率で可能な 6 社は
AvMinDF10(s, T )の閾値の違いにより 2種類に分けら
れる．表 2に高適合率でスプログ検出が可能であった 6
社の適合率と再現率を示す．高適合率でのスプログ検出

が不可能な 4社について，大きく 2種類に分けられる．
F社および J社については，各ホスト 500ブログサイト
中，同一作成者によって大量生成されたスプログのサン

プル数が少なく，Rdiff の値が最小の 10サイトの中に，

1図 1に，ホストごとのブログサイト数，ラベル付けを行ったブロ
グのスプログ率を示す．



(a) スプログとの Rdiff の最小値 (b) 非スプログとの Rdiff の最小値

図 2: 52万ブログサイトを対象とする Rdiff の最小値の分布 (F社)

同一作成者以外によって作成されたスプログや非スプロ

グが混入していた．しかし，Rdiff の値が最小の 10サ
イトの中にも，同一作成者によるスプログで，しかも，

DOM系列差分の割合が小さいものが存在することも確
認できた．したがって，Rdiff を計算する対象とするブ

ログサイト集合を大規模化することにより，スプログ検

出の適合率を改善できると期待できる．

一方，L社および Yh社については，非スプログ同士
の HTML構造が類似し，高適合率でのスプログ検出は
困難であった．これらのブログホストのトップページは，

ほぼ完全にテンプレート化しており，トップページから

取得できるブロックの差分はほとんどなかった．このた

め，ブログのトップページが高類似度となってしまい，

HTML構造だけではスプログ検出ができなかった．

3 大規模スプログ収集
前節の結果をふまえて，同一作成者によって大量生成さ

れたスプログのサンプル数が十分でなかった F社に対し
て，HTML構造の類似性を用いて，大規模にスプログ
収集を行った．手法としては，500ブログサイトに対し
て，52万ブログサイトのうちまだスプログ・非スプロ
グのラベル付けを行っていないブログサイトとのRdiff

を求め，Rdiff が 0.3以下のものに対してラベル付けを
行った2．ここで，F社の Rdiff の最小値の分布を図 2
に示す．ただし，スプログとの Rdiff の最小値の分布

を図 2 (a)に，非スプログとの Rdiff の最小値の分布

を図 2 (b)に，それぞれ示す．図 2 (a)より，スプログ

2前節では，類似スプログが十分収集されたか否かの基準として，
AvMinDF10(s, T )を用いたが，本節では，類似スプログの可能性のあ
るブログサイトをできるだけ多く収集することが主目的のため，類似スプ
ログが十分収集されたか否かの判断基準を緩めて，AvMinDF10(s, T )
ではなく Rdiff の最小値を用いた．

との Rdiff の値が小さい範囲には，非スプログは存在

せず，大量生成型スプログと単発スプログしか存在しな

い．また，図 2 (b)より，非スプログとの Rdiff の最

小値が 0.3以下の範囲にはスプログが少ないことが分か
る．500ブログサイトでは，Rdiff が 0.2以下のブログ
サイトが 3サイトしかなかった．しかし，図 2 (a)に示
すように，本手法により，既知スプログに類似したスプ

ログを高い密度で収集することができた．

4 おわりに
本論文では，ブログホスト会社 10社のうち 6社につい
て，HTML構造の類似性を用いた教師なし学習により，
高適合率でスプログ検出が可能であることを実証した．

同一作成者によって大量生成されたスプログのサンプル

数が十分でなかった F社に対しては，サンプルの規模を
大きくすることにより，高適合率でスプログ検出が可能

であった 6社と同様の結果が得られることを確認した．
非スプログ同士の HTML構造が類似するため，上記の
方式の適用が難しい 2社 (L社および Yh社)について
は，今後，共通テンプレート部分および非テンプレート

部分を分離した上で，HTML構造の類似性を測定する
方式を検討する予定である．
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